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らかにしている。安定化した岩塩型固溶体 Cd 1 _ X CaxS および Cd 1 - X PbxS の半導体的性質を測定し，
純粋な岩塩型硫化カドミウムの性質を推定している。










れら非金属触媒を用いることによって，従来の金属触媒法より， 500 ~700 oc も合成温度を引き下
げることができることを明らかにしている。





方晶一六方品窒化ホウ素の合成領域には下限圧力が生ずることを見い出し， B-O およびB-N の
化学結合の立場より下限圧力の存在を説明している。
4. CaS , PbS 等の硫化物が岩塩型硫化カドミウムを合成する際に安定剤として働くことを見い出し，
合成した岩塩型硫化カドミウムの電気的性質を調べた結果， 1. 7~ 1. 8eV のバンドギャップをもち，
光導電性を示すことを見出している。
5. 高圧下でリンの蒸発を抑制することにより リン溶液中からリン化ホウ素単結品を育成する方法
を試み，特に温度勾配法を適用することによって( 111 )面に固まれた赤かっ色透明の単結晶を育
成することに成功している。
以上のように本論文は高圧力技術の応用により，従来の方法では合成不可能な化合物の合成を試み
た結果，新しい触媒や高圧相安定剤を見出し，高圧合成反応過程を明らかにすると同時に，高圧合成
法で得られた新物質の新しい超硬材料あるいは半導体材料としての利用に対する指針を与えたもので
あり，高圧科学技術および新しい機能性無機材料科学の分野に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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